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富士発 ・女と男のフォーラム ー一　　　　　　　　ｉＸＴ安全 ・安心な循環型社会をめざして

～～～ 学 校給食での取り組みから ～ ～～

日 時 平成17年 1月 30日 (日)

13:30～ 15:30

会 場 フイランセ西館4階大ホール

子ども滝斑 つ滝え簿脚

侵べることの 六鞠態

プログラム

◆開    会                      13:30

◆パネルディスカッション

(バネリスト)

近藤 律 子さん ・・・富士市立吉原小学校栄養士

宮田 雅 和さん ・・・いろはの会、エコファーマー

康田 雅 恵さん 。・・高木産業欄産業機器部営業課

村松千恵子さん ・・・国際ソロプチミスト富士 会 長

岩見 安 博さん 。・・和風料理 「花月」マスター (富士宮)

(ヨーディネーター)

小櫛 和 子  ・ ・・富士市学校給食を考える会 代 表

◆フリートーク

◆閉    会                      15:30

主催

共催

富士市学校給食を考える会

富士市男女共同参画センター利用団体委員会
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